
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】リブを具えた凹溝によりレーザー光を発生する

レーザーモジュールを収容し、発生するレーザー光の傾

斜度の調整により生産調整及び修理が行える切削線指示

器の提供。

【解決手段】切削線指示器を構成するケース部品が、ト

ルクを受ける部分とトルクを受けない部分の二つの部分

に区分され、並びにトルクを受けるケース部品が、金属

板材を加圧成形してなる底カバーと軸に設計され、大量

生産でき並びに製造コストを下げられるものとされる。

【選択図】図２
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 旋 盤 の 回 転 鋸 に 取 り 付 け ら れ て 回 転 鋸 の 切 削 線 を 指 示 す る 線 形 光 を 発 生 す る 切 削 線 指 示
器 で あ っ て 、
　 該 線 形 光 を 形 成 す る ビ ー ム を 発 生 す る 光 源 と 、
　 第 １ 厚 さ を 具 え た 第 １ 金 属 板 材 で 形 成 さ れ た 底 カ バ ー と 、
　 該 底 カ バ ー 上 に 設 置 さ れ 、 第 ２ 厚 さ を 具 え た 第 ２ 金 属 板 材 で 形 成 さ れ た 軸 と 、
　 該 底 カ バ ー に 閉 じ 合 わ さ れ る 上 カ バ ー と 、
　 を 包 含 し た こ と を 特 徴 と す る 、 切 削 線 指 示 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 切 削 線 指 示 器 に お い て 、 第 １ 金 属 板 材 と 第 ２ 金 属 板 材 が 亜 鉛 め っ き 鉄 板
と さ れ た こ と を 特 徴 と す る 、 切 削 線 指 示 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 切 削 線 指 示 器 に お い て 、 指 示 器 ブ シ ュ と 上 カ バ ー が プ ラ ス チ ッ ク で 形 成
さ れ た こ と を 特 徴 と す る 、 切 削 線 指 示 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 切 削 線 指 示 器 に お い て 、 第 ２ 厚 さ が 第 １ 厚 さ よ り 大 き い こ と を 特 徴 と す
る 、 切 削 線 指 示 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 切 削 線 指 示 器 に お い て 、 光 源 が レ ー ザ ー モ ジ ュ ー ル と さ れ て レ ー ザ ー ビ
ー ム を 発 生 し 、 指 示 器 ブ シ ュ が 該 レ ー ザ ー モ ジ ュ ー ル を 収 容 す る 凹 溝 を 具 え た こ と を 特 徴
と す る 、 切 削 線 指 示 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 切 削 線 指 示 器 に お い て 、 凹 溝 に 少 な く と も 一 つ の リ ブ が 設 け ら れ 、 該 リ
ブ が レ ー ザ ー モ ジ ュ ー ル と 底 カ バ ー 間 の 傾 斜 角 度 調 整 に 用 い ら れ る こ と を 特 徴 と す る 、 切
削 線 指 示 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 切 削 線 指 示 器 に お い て 、 斜 方 形 鏡 を 具 え 、 該 斜 方 形 鏡 が レ ー ザ ー モ ジ ュ
ー ル の 前 方 に 設 置 さ れ て レ ー ザ ー ビ ー ム の 進 行 方 向 を 改 変 す る の に 用 い ら れ る こ と を 特 徴
と す る 、 切 削 線 指 示 器 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ７ 記 載 の 切 削 線 指 示 器 に お い て 、 斜 方 形 鏡 が 固 定 片 で 底 カ バ ー に 固 定 さ れ た こ と
を 特 徴 と す る 、 切 削 線 指 示 器 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 切 削 線 指 示 器 に お い て 、 光 源 が 必 要 と す る 電 力 を 提 供 す る 少 な く と も 一
つ の 電 池 を 具 え た こ と を 特 徴 と す る 、 切 削 線 指 示 器 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 切 削 線 指 示 器 に お い て 、 指 示 器 ブ シ ュ に 設 置 さ れ た 遠 心 ス イ ッ チ を 具 え
、 該 遠 心 ス イ ッ チ が 回 転 鋸 が 回 転 時 に 電 池 の 電 力 を 光 源 に 導 通 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 、
切 削 線 指 示 器 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 切 削 線 指 示 器 に 係 り 、 特 に 、 金 属 板 材 を 使 用 し て 成 形 さ れ る 切 削 線 指 示 器 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 周 知 の 旋 盤 は 木 材 等 の 工 作 物 を 切 削 加 工 す る 時 、 旋 盤 の 鋸 の 真 の 切 削 位 置 を 確 認 で き ず
、 こ の た め 操 作 者 は 往 々 に し て 切 削 操 作 前 に 、 旋 盤 の 操 作 ア ー ム を 引 き 下 ろ し て 切 削 線 に
ア ラ イ ン さ せ 、 切 削 誤 差 が 過 大 と な る こ と に よ る 材 料 の 損 失 或 い は 製 品 品 質 の 低 下 を 防 止
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し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 操 作 方 式 は 十 分 に 不 便 で あ り 、 そ の 製 品 品 質 は 現 代 化 テ ク ノ ロ ジ ー の 要 求 に
符 合 し な い 。 明 ら か に 、 レ ー ザ ー 或 い は そ の 他 の 光 源 の 切 削 線 指 示 器 に よ り 、 回 転 鋸 の 切
削 線 を 指 示 す る と 、 操 作 時 間 を 節 約 で き 作 業 品 質 を 向 上 で き 、 こ の よ う な 切 削 線 指 示 器 は
良 好 な 補 助 装 置 と な る 。 例 え ば 特 許 文 献 １ ～ ３ に は 回 転 鋸 の 軸 心 に 取 り 付 け ら れ る 切 削 線
指 示 器 が 記 載 さ れ 、 鋸 が 回 転 す る 時 、 切 削 線 を 指 示 す る 線 形 レ ー ザ ー 光 を 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 こ れ ら の 特 許 中 に 提 示 さ れ る 切 削 線 指 示 器 は 、 構 造 が 複 雑 で 、 機 能 が 不 完 全 で
あ る ほ か 、 そ れ を 回 転 鋸 の 軸 心 に 固 定 す る 必 要 が あ り 、 ト ル ク に 耐 え る 必 要 が あ り ロ ス ト
ワ ッ ク ス モ ー ル デ ィ ン グ が 採 用 さ れ 、 生 産 コ ス ト が 高 過 ぎ 、 大 量 生 産 に は 不 利 で あ る 。 こ
の ほ か 、 ロ ス ト ワ ッ ク ス モ ー ル デ ィ ン グ に よ る 半 製 品 の 孔 は 大 き く 、 電 気 め っ き 加 工 時 の
製 品 不 良 率 が 高 く な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ５ ， ８ ６ ２ ， ７ ２ ７ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 米 国 特 許 第 ６ ， ０ ３ ５ ， ７ ５ ７ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ３ 】 米 国 特 許 第 ６ ， ７ ５ ５ ， １ ０ ７ 号 明 細 書
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 考 案 の 目 的 は 、 一 種 の 切 削 線 指 示 器 を 提 供 す る こ と に あ り 、 そ れ は 、 ト ル ク を 受 け る
ケ ー ス 部 品 が 、 金 属 板 材 を 使 用 し て 製 作 さ れ 、 ロ ス ト ワ ッ ク ス モ ー ル デ ィ ン グ の 欠 点 が 改
善 さ れ た も の と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 考 案 の 別 の 目 的 は 、 一 種 の 切 削 線 指 示 器 を 提 供 す る こ と に あ り 、 そ れ は 、 リ ブ を 具 え
た 凹 溝 に よ り レ ー ザ ー 光 を 発 生 す る レ ー ザ ー モ ジ ュ ー ル を 収 容 し 、 発 生 す る レ ー ザ ー 光 の
傾 斜 度 の 調 整 に よ り 生 産 調 整 及 び 修 理 が 行 え る も の と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 述 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 考 案 は 一 種 の 切 削 線 指 示 器 を 提 供 し 、 そ れ は 、 旋 盤 の 回
転 鋸 に 取 り 付 け ら れ て 、 回 転 鋸 の 切 削 線 を 指 示 す る 線 形 光 を 発 生 す る 。 こ の 切 削 線 指 示 器
は 、 光 源 、 底 カ バ ー 、 軸 、 指 示 器 ブ シ ュ 及 び 上 カ バ ー を 包 含 す る 。 そ の う ち 、 光 源 は 上 述
の 線 形 光 を 形 成 す る ビ ー ム を 発 生 し 、 底 カ バ ー は 第 １ 厚 さ を 有 す る 第 １ 金 属 板 材 で 形 成 さ
れ 、 軸 は 底 カ バ ー 上 に 設 置 さ れ て 、 第 ２ 厚 さ を 具 え た 第 ２ 金 属 板 材 で 形 成 さ れ 、 指 示 器 ブ
シ ュ も 底 カ バ ー 上 に 設 置 さ れ 、 並 び に 前 述 の 光 源 を 収 容 す る 構 造 を 具 え て 光 源 を 収 容 し 、
上 カ バ ー は 前 述 の 底 カ バ ー に 閉 じ 合 わ さ れ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 １ の 考 案 は 、 旋 盤 の 回 転 鋸 に 取 り 付 け ら れ て 回 転 鋸 の 切 削 線 を 指 示 す る 線 形 光 を
発 生 す る 切 削 線 指 示 器 で あ っ て 、
　 該 線 形 光 を 形 成 す る ビ ー ム を 発 生 す る 光 源 と 、
　 第 １ 厚 さ を 具 え た 第 １ 金 属 板 材 で 形 成 さ れ た 底 カ バ ー と 、
　 該 底 カ バ ー 上 に 設 置 さ れ 、 第 ２ 厚 さ を 具 え た 第 ２ 金 属 板 材 で 形 成 さ れ た 軸 と 、
　 該 底 カ バ ー に 閉 じ 合 わ さ れ る 上 カ バ ー と 、
　 を 包 含 し た こ と を 特 徴 と す る 、 切 削 線 指 示 器 と し て い る 。
　 請 求 項 ２ の 考 案 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 切 削 線 指 示 器 に お い て 、 第 １ 金 属 板 材 と 第 ２ 金 属 板
材 が 亜 鉛 め っ き 鉄 板 と さ れ た こ と を 特 徴 と す る 、 切 削 線 指 示 器 と し て い る 。
　 請 求 項 ３ の 考 案 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 切 削 線 指 示 器 に お い て 、 指 示 器 ブ シ ュ と 上 カ バ ー が
プ ラ ス チ ッ ク で 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 、 切 削 線 指 示 器 と し て い る 。
　 請 求 項 ４ の 考 案 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 切 削 線 指 示 器 に お い て 、 第 ２ 厚 さ が 第 １ 厚 さ よ り 大
き い こ と を 特 徴 と す る 、 切 削 線 指 示 器 と し て い る 。
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　 請 求 項 ５ の 考 案 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 切 削 線 指 示 器 に お い て 、 光 源 が レ ー ザ ー モ ジ ュ ー ル
と さ れ て レ ー ザ ー ビ ー ム を 発 生 し 、 指 示 器 ブ シ ュ が 該 レ ー ザ ー モ ジ ュ ー ル を 収 容 す る 凹 溝
を 具 え た こ と を 特 徴 と す る 、 切 削 線 指 示 器 と し て い る 。
　 請 求 項 ６ の 考 案 は 、 請 求 項 ５ 記 載 の 切 削 線 指 示 器 に お い て 、 凹 溝 に 少 な く と も 一 つ の リ
ブ が 設 け ら れ 、 該 リ ブ が レ ー ザ ー モ ジ ュ ー ル と 底 カ バ ー 間 の 傾 斜 角 度 調 整 に 用 い ら れ る こ
と を 特 徴 と す る 、 切 削 線 指 示 器 と し て い る 。
　 請 求 項 ７ の 考 案 は 、 請 求 項 ５ 記 載 の 切 削 線 指 示 器 に お い て 、 斜 方 形 鏡 を 具 え 、 該 斜 方 形
鏡 が レ ー ザ ー モ ジ ュ ー ル の 前 方 に 設 置 さ れ て レ ー ザ ー ビ ー ム の 進 行 方 向 を 改 変 す る の に 用
い ら れ る こ と を 特 徴 と す る 、 切 削 線 指 示 器 と し て い る 。
　 請 求 項 ８ の 考 案 は 、 請 求 項 ７ 記 載 の 切 削 線 指 示 器 に お い て 、 斜 方 形 鏡 が 固 定 片 で 底 カ バ
ー に 固 定 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 、 切 削 線 指 示 器 と し て い る 。
　 請 求 項 ９ の 考 案 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 切 削 線 指 示 器 に お い て 、 光 源 が 必 要 と す る 電 力 を 提
供 す る 少 な く と も 一 つ の 電 池 を 具 え た こ と を 特 徴 と す る 、 切 削 線 指 示 器 と し て い る 。
　 請 求 項 １ ０ の 考 案 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 切 削 線 指 示 器 に お い て 、 指 示 器 ブ シ ュ に 設 置 さ れ
た 遠 心 ス イ ッ チ を 具 え 、 該 遠 心 ス イ ッ チ が 回 転 鋸 が 回 転 時 に 電 池 の 電 力 を 光 源 に 導 通 さ せ
る こ と を 特 徴 と す る 、 切 削 線 指 示 器 と し て い る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 考 案 に よ る と 、 切 削 線 指 示 器 を 構 成 す る ケ ー ス 部 品 が 、 ト ル ク を 受 け る 部 分 と ト ル ク
を 受 け な い 部 分 の 二 つ の 部 分 に 区 分 さ れ 、 並 び に ト ル ク を 受 け る ケ ー ス 部 品 が 、 金 属 板 材
を 加 圧 成 形 し て な る 底 カ バ ー と 軸 に 設 計 さ れ 、 大 量 生 産 で き 並 び に 製 造 コ ス ト を 下 げ ら れ
る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ か ら 図 ４ を 参 照 さ れ た い 。 図 １ は 本 考 案 の 好 ま し い 実 施 例 の 切 削 線 指 示 器 の 立 体 図
、 図 ２ 、 ３ 、 ４ は 図 １ の 切 削 線 指 示 器 の 分 解 立 体 図 と 部 分 分 解 立 体 図 で あ る 。 こ の 切 削 線
指 示 器 １ ０ ０ を 使 用 す る 時 は 、 ネ ジ （ 図 示 せ ず ） を 中 心 孔 １ ９ ０ に 通 し て 切 削 線 指 示 器 １
０ ０ を 旋 盤 の 回 転 鋸 の 軸 に 固 定 し 、 出 光 口 １ １ ７ よ り 回 転 鋸 の 切 削 線 を 指 示 す る 線 形 光 を
発 生 す る 。 切 削 線 指 示 器 １ ０ ０ の 構 造 は 図 ２ か ら 図 ４ を 参 照 し て 以 下 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 こ の 切 削 線 指 示 器 １ ０ ０ の ケ ー ス 部 品 は 、 底 カ バ ー １ １ ０ 、 軸
１ ２ ０ 、 指 示 器 ブ シ ュ １ ３ ０ 及 び 上 カ バ ー １ ４ ０ を 包 含 す る 。 軸 １ ２ ０ は 穿 孔 １ １ １ 、 １
１ ２ に 通 さ れ た ネ ジ １ ２ １ 、 １ ２ ２ に よ り 底 カ バ ー １ １ ０ に 固 定 さ れ る 。 指 示 器 ブ シ ュ １
３ ０ は 穿 孔 １ ３ ３ 、 １ ３ ４ に 通 さ れ て 更 に ネ ジ 孔 １ １ ３ 、 １ １ ４ に ね じ 込 ま れ る ネ ジ １ ３
１ 、 １ ３ ２ に よ り 、 底 カ バ ー １ １ ０ に 固 定 さ れ る 。 上 カ バ ー １ ４ ０ は 穿 孔 １ １ ５ 、 １ ３ ５
と １ １ ６ 、 １ ３ ６ に 通 さ れ た ネ ジ １ ４ １ 、 １ ４ ２ に よ り 底 カ バ ー １ １ ０ に 固 定 さ れ て 底 カ
バ ー １ １ ０ を 閉 じ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ の う ち 、 底 カ バ ー １ １ ０ と 軸 １ ２ ０ は 切 削 線 指 示 器 １ ０ ０ が 回 転 鋸 に 固 定 さ れ る 時 、
ネ ジ の ト ル ク を 受 け る 部 品 と さ れ 、 こ れ に よ り 、 固 定 時 の ト ル ク に 耐 え 、 製 造 コ ス ト を 節
約 し 、 ま た 量 産 が 容 易 で あ る よ う に 、 底 カ バ ー １ １ ０ は 第 １ 厚 さ の 第 １ 金 属 板 材 を 加 圧 加
工 し て 形 成 さ れ 、 軸 は 第 ２ 厚 さ の 第 ２ 金 属 板 材 を 加 圧 加 工 し て 形 成 さ れ る 。 第 １ 金 属 板 材
と 第 ２ 金 属 板 材 は 例 え ば 亜 鉛 め っ き 鉄 板 と さ れ 、 且 つ 第 ２ 金 属 板 材 の 厚 さ は 第 １ 金 属 板 材
の 厚 さ よ り 大 き い も の と さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の ほ か 、 指 示 器 ブ シ ュ １ ３ ０ と 上 カ バ ー １ ４ ０ は 並 び に ト ル ク に 耐 え る 必 要 が な い た
め 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 質 が 採 用 さ れ て 射 出 成 形 方 式 で 形 成 さ れ る 。 指 示 器 ブ シ ュ １ ３ ０ は 並
び に 図 中 の 光 源 と さ れ る レ ー ザ ー モ ジ ュ ー ル １ ５ ０ 、 電 池 １ ６ ０ 、 遠 心 ス イ ッ チ １ ７ ０ 及
び 斜 方 形 鏡 １ ８ ０ 等 の 構 造 を 収 容 し 、 線 形 光 を 形 成 で き る ビ ー ム を 発 生 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 そ の う ち 、 電 池 １ ６ ０ は レ ー ザ ー モ ジ ュ ー ル １ ５ ０ が レ ー ザ ー 光 を 発 生 す る の に 必 要 な
電 力 を 提 供 し 、 遠 心 ス イ ッ チ １ ７ ０ は 電 気 的 に 電 池 １ ６ ０ と レ ー ザ ー モ ジ ュ ー ル １ ５ ０ に
接 続 さ れ て 、 回 転 鋸 が 回 転 し て 切 削 線 指 示 器 １ ０ ０ が 駆 動 さ れ 回 転 す る 時 、 電 池 １ ６ ０ の
電 力 を レ ー ザ ー モ ジ ュ ー ル １ ５ ０ に 導 通 さ せ 、 回 転 鋸 が 回 転 停 止 す る 時 、 電 池 １ ６ ０ の レ
ー ザ ー モ ジ ュ ー ル １ ５ ０ へ の 電 力 供 給 を 切 断 す る 。 斜 方 形 鏡 １ ８ ０ は ネ ジ １ ８ １ 及 び 固 定
片 １ ８ ２ に よ り レ ー ザ ー モ ジ ュ ー ル １ ５ ０ の 前 方 凹 溝 １ ８ ３ に 固 定 さ れ （ 図 ３ 参 照 ） 、 レ
ー ザ ー モ ジ ュ ー ル １ ５ ０ が 発 生 す る レ ー ザ ー ビ ー ム の 進 行 方 向 を 改 変 し 、 レ ー ザ ー モ ジ ュ
ー ル １ ５ ０ の 発 生 す る レ ー ザ ー ビ ー ム を 旋 盤 の 回 転 鋸 に 更 に 接 近 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 指 示 器 ブ シ ュ １ ３ ０ は レ ー ザ ー モ ジ ュ ー ル １ ５ ０ を 収 容 可 能 な
凹 溝 １ ５ １ を 具 え 、 並 び に 凹 溝 １ ５ １ 中 に 少 な く と も 一 つ の リ ブ １ ５ ２ が 設 置 さ れ 、 レ ー
ザ ー モ ジ ュ ー ル １ ５ ０ の 傾 斜 度 調 整 の 支 点 と さ れ 、 こ れ に よ り 更 に レ ー ザ ー モ ジ ュ ー ル １
５ ０ が 発 射 す る レ ー ザ ー ビ ー ム を 調 整 し て そ れ に 正 確 に 回 転 鋸 の 切 削 線 、 即 ち 回 転 鋸 と 工
作 物 の 接 触 す る 辺 縁 を 指 向 さ せ る こ と が で き る 。 図 示 さ れ る よ う に 、 レ ー ザ ー モ ジ ュ ー ル
１ ５ ０ は 先 ず ネ ジ １ ５ ３ 、 １ ５ ４ 及 び 固 定 片 １ ５ ５ で 凹 溝 １ ５ １ 内 に 設 置 さ れ 、 そ の 後 、
更 に ネ ジ １ ５ ６ と １ ５ ７ が 調 整 さ れ て 、 レ ー ザ ー モ ジ ュ ー ル １ ５ ０ が リ ブ １ ５ ２ を 支 点 と
し 両 側 に 向 け て 傾 斜 さ せ ら れ 、 こ れ に よ り レ ー ザ ー モ ジ ュ ー ル １ ５ ０ の 発 生 す る レ ー ザ ー
ビ ー ム が 、 回 転 鋸 の 切 削 線 に 指 向 さ せ ら れ 、 生 産 調 整 及 び 修 理 に 便 利 と す る 目 的 が 達 成 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 上 の 説 明 は 、 本 考 案 の 実 施 範 囲 を 限 定 す る も の で は な く 、 本 考 案 に 基 づ き な し る う る
細 部 の 修 飾 或 い は 改 変 は 、 い ず れ も 本 考 案 の 請 求 範 囲 に 属 す る も の と す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 好 ま し い 実 施 例 の 切 削 線 指 示 器 の 立 体 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 切 削 線 指 示 器 の 分 解 立 体 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 切 削 線 指 示 器 の 斜 方 形 鏡 の 立 体 分 解 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 切 削 線 指 示 器 の レ ー ザ ー モ ジ ュ ー ル の 立 体 分 解 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
１ ０ ０ 　 切 削 線 指 示 器
１ １ ０ 　 底 カ バ ー
１ １ １ 、 １ １ ２ 、 １ １ ５ 、 １ １ ６ 、 １ ３ ３ 、 １ ３ ４ 、 １ ３ ５ 、 １ ３ ６ 　 穿 孔
１ １ ３ 、 １ １ ４ 　 ネ ジ 孔
１ １ ７ 　 出 光 口
１ ２ ０ 　 軸
１ ２ １ 、 １ ２ ２ 、 １ ３ １ 、 １ ３ ２ 、 １ ４ １ 、 １ ４ ２ 　 ネ ジ
１ ３ ０ 　 指 示 器 ブ シ ュ
１ ４ ０ 　 上 カ バ ー
１ ５ ０ 　 レ ー ザ ー モ ジ ュ ー ル
１ ５ １ 、 １ ８ ３ 　 凹 溝
１ ５ ２ 　 リ ブ
１ ５ ３ 、 １ ５ ４ 、 １ ５ ６ 、 １ ５ ７ 、 １ ８ １ 　 ネ ジ
１ ５ ５ 、 １ ８ ２ 　 固 定 片
１ ６ ０ 　 電 池
１ ７ ０ 　 遠 心 ス イ ッ チ
１ ８ ０ 　 斜 方 形 鏡
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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